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第29次越冬観測をおえて
渡 邊 興 ・亜,矢 内 桂 三
第29次越冬観測の報告に先立ち,越冬交代直前に起き
た七一ルロンダーネ山地での限石探査隊クレバス事故に
ついて,各方面に御心配をおかけしたことをお詫びする
とともに,救 出に際 しての多 くの方々からの御支援に対
して心から感謝致 します.
さて,第29次南極地域観測隊は総計52名,さらに外国
人科学者3名 を含む8名 のオブザーバーの総勢60名で昭
和62年11月14日に晴海を出発 した.こ の中には南極観測
隊はじめての女性隊員森永由紀 さんが参加 していること
もあって,こ れまでにない異なったそしてなごやかな雰
囲気で南極までの航海を楽しむことが出来たのではない
かと思っている.天候に恵まれていたこともあり,船上
観測の計画(オ ゾン観測,海 洋観測など)はすべて順調
におこなわれ,12月19日にブライ ド湾に到着した.ブ ラ
イ ド湾ではあすか観測拠点越冬成立のための物質輸送,
設営支援,夏 期野外観測などを隊,船 一体となって順調
にすすめることができた,オ ペレーション終了直前に,
昭和基地氷上滑走路の氷状悪化によるブライド湾での航
空機揚収の要請が突然舞い込んで きたが これも 「しら
せ」乗組員の全面的協力により無事成功させることがで
きた.
リュウツオホルム湾の定着氷の状態 も例年になくよく
「しらせ」は予定通 り昭和基地に1月2日 到着し,心配
した氷上輸送も,輸送期間での氷状悪化が避けられ,大
型アンテナ建設資材などの揚陸を無事にすますことがで
きた.夏期オペレーション中の村山飛行隊の到着は,昭
和基地のにぎわいを一段 と高め南極観測の未来ともかか
わる刺激的なイベントでもあった.荒金ダムの崩壊とい
うハプニングもあったが,28次隊および 「しらせ」乗組
員 との全面的な協力によりかえって堅牢なものに作 り替
えることができたのは幸いであった.い ろいろな出来事
に満ちて忙 しい夏期オペレーションであったが,充実感
をもって完了することができた.
昭和基地の越冬
2月1日 の実質的な越冬交代ののち,28次隊が基地を
飛び去るといよいろ越冬開始である.翌 日にはラングボ
ブデ生物小屋での長期観測を行う4名が基地を離れ,し
ばしの間は23名だけの越冬生活となった.夏 オペレーシ
ョン時の喧騒が夢のように思われる森閑さがやって くる.
2月一3月 間はオングル島周辺は開水面とな り狐島と
化して観測活動は島内に限られてしまった.研究観測,
定常観測の各グループは秋から冬にかけて行う観測の準
備,観 測機器の整備に忙 しい,設 営隊員は基地運営を軌
道に乗せる仕事に精力を集中し,さらに観測グループへ
の支援作業に忙しい,越 冬隊長のみが暇で,日曜大工風
に飛行場作 りにはげむ.
4月中旬になると海氷 も人が歩ける程 までに成長 し,
早速 とっつ き岬への海氷ルートの設定工作が始まる.月
末にはスノーモービルが走れる程までに厚 さが増 した.
さっそ く,大陸回 りルー トからのラングホプデ生物調査
隊の基地収容オペ レーションの準備を開始する.オ ング
ル海峡の氷は全体的にみると未だ不安定で,ブ リザー ド
が吹 くたびに再び開水面が拡がる.28次隊から開始され
たNOAA映 像の受信データーは夏～秋期のリュウツオ
ホルム湾の海氷がいかに不安定なものであるかを十分に
教えてくれる.天候の好機を見計らってのオペ レーショ
ンに成功 し.生物隊4名が無事昭和基地に帰ってきた.
その後 しばらくは再び海水状況が悪化 し,海氷上にでる
ことを中断した.
5月からは昭和基地で(輻 射,雲粒子,露 点,オ ゾン,
エアロヅルなど)のゾンデ観測が活発に行われるように
なった.5月21日には宙空グループの熱電発電機式の無
人観測機の運用テス トがS21地点で開始された.越 冬
開始以来定常関係のすべての観測は順調にすすめられて
いた.
ミッドウィンターの祭が終わ り,7月の中ばになると,
海氷も十分に成長 し,浮上型およびSM50雪上車を使っ
ての海氷調査が可能 となった,7月 の末にはSl6から
SM50雪上車 も基地に回送され,内 陸旅行準備が本格化
する.一 方,沿岸旅行技術の トレーニングを兼ねて,し
ばしば海氷調査,海 氷ルー ト偵察が行われた.
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8月から10月にかけては沿岸旅行のシーズンである.
28次隊では,研究観測のすべてのグループがさらに定常
観測部内のい くつかが沿岸調査計画をもっていたため,
27名の小1{}:帯の隊では人員的,設 営的制約も多く,所期
の目的達成を計るためには連携オペ レーションの中で協
力 しあう必要があった.度 々の話合いで実行プランが練
り.ヒげられていったが,こ れは結果的には旅行の安全意
識を高めることにもなった.沿岸旅行は8月および9月
の中旬の.:回行われ,大 きな成果を得たがなかでも生物
隊はバ ッタ島,四 つ巨岩付近の露岩に上陸 し,生物調査
に大きな成果を得ることがで きた,こ の時期には宙空グ
ループの無人観測機の実用テス トもスカルプスネスでも
はじめられ,こ れは越冬期間中順調に作動 し,所期の目
的を達成 した.気水圏グループのゾンデ観測の中で特記
すべ き成果は8月 に南極.1・./elO数kmおよび20数kmに
強酸性の液滴の存在を確認 し,オゾンホール生成の機構
解明に大きな手がか りを得たことである.一.一方定常気象
の高層ゾンデは8月 にこれまでにない大きな突然昇温
〔57°,30mb)を観測 し,時 を同 じくしてオゾン最の垂
直分布を得ることが旧きた.世界的規模での大気環境モ
ニタリングのiE要性が高 まりつつある昨今であるが29次
隊では昭和基地で炭酸ガス,オ ゾンの大気微量成分の連
続観測を継続 しt29次隊から始めたメタン観測ではいく
つかの興味ある事実が明らかにされたが,極域ではじめ
て,そ の周期的な季節変動をとらえることができた.
内陸旅行は第.・因みずほ旅行から始まった.8月23日
4台の雪 ヒEドで基地出発,ル ー ト整備,雪 尺測定を行い
つつ,寒気の中での旅行技術の訓練にはげむ.この旅行
の目的は前進基地旅行用の燃料輸送,み ずほ基地の無人
気 象 シ ステ ム の整 備 で あ る.内 陸 の 厳 しさに 十 分 に 馴 れ
た 隊 員達 は帰 っ て ゆ っ く りす る間 もな く春 ～ 夏 の 内 陸 旅
行 の 準備 を進 め る.10刀3日6入 の 内 陸 旅 行 隊が 昭和 基
地 を 出発,800km奥 地 の前 進 拠 点 に向 か う.み ず ほ 基
地 まで の 順 調 な旅 行 は,　IMル ー トに 入 るや ・継 し,悪
天,-50℃ を越 す 寒 気 に さ ら され て の 旅 とな り難 渋 す
る.15～20cmの 高 さ まで埋 ま っ た雪 尺 を た ど りつ つ 進
む.時 に は悪 視 程 の 中,20kmも レー ダー航 法 で 進 み雪
尺 を 見 出 す こ と もあ る.　ll月18日標 高3,000mのG6地
点 到 着,こ こで2名 の 気 象 観 測 班 を残 し,4名 は 更 に
200km先の 前 進 拠 点 に 向 か う.G6の2人 は一二週nil前
に1・t:って 昭 和 基 地 高 層 観 測 に 呼応 して,高 層 ゾ ン デ観 測
を続 け る.10月27日 前 進 拠 点 到 着.『1:ちにARGOS ,
CMoS無 人 気 象 シ ス テ ム の 設 置 を は じめ る.前 進 拠 点
の 中 は きれ い に 整 頓 され,先 住 者 の 心 意 気 が 感 じ られ る.
U月8日 再 びG6に 戻 り,ド ー ム 計 画 の た め の 新 た な
ル ー トを探 りつつ .雪 氷 の 停 滞 観 測 を数 ヵ所 で 行 って み
ず ほJS地に11月26日に帰 着 し た.み ず ほ 基地 で は 第2[ul
み ず ほ旅 行 隊 に 出迎 え を受 け る.旅 行 隊}写編 成 後,第2
[【11内陸 旅 行 隊 はみ ず ほ基 地 南 東150km地点 にlf]Jい,残
りは 昭和 基 地 に向 か う.12月5日 とっつ き岬 到 着.海 氷
.ヒに は 久方 ぶ りに整 備 され,29次隊 唯 一・の滑 空 機 と な っ
た ホ バ ー ク ラ フ トが 出 迎 え て い た.
1988年の 昭 和基 地 周 辺 の 気 候 は全 般 的 に不 川C(であ った.
ブ リザ ー ドの 来 襲 は平 年 の レ5以 下 .融 雪 期 に も 荒 金 ダ
ム が 満 水 に な る こ と もなか っ た.10月 まで の 高温 傾 向 は
11月以 降.・転 して低 温 傾 向 と な り,1月 に 人 っ て もパ ド
ルの 形 成 は 極 め て小 規 模 な もの で あ っ た .27名の 小 人 数
の た め,内 陸,ラ ン グ ホ ブデ か ら隊 員 の帰 参 を 求 め何 と
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か 荷 受 け を こ な し,最 後 の 内 陸 オ ペ レー シ ョ ン,H150
で の 表 層掘 削 開 始 を明 日に控 え た1月13日 ク レバ ス事 故
の 第 一 報 が 入 り,す べ て の29次観 測 オペ レー シ ョ ンを 中
止 し,救 援 態 勢 に 入 る.
あすか越冬の一年
1987年12月19日出発隊として越冬の4名 があすか入り
した.ヘ リコプターから見るとロムナエス山南東の雪原
に点在する黒点が 「あすか」である.も うもうと雪煙を
巻き上げヘ リは雪原に着陸,鮎 川隊長を始め越冬の面々
が駆け寄 り,握手をかわし,1年振 りの再会,無事な再
会を喜び合 う,早速案内されて基地に入る.思 っていた
以上に大きいという感 じを受ける.そ して,建 物内が実
によく整頓 され,越冬隊の我々を迎える気くば りの心が
伝わって来るようであった.食 堂で新旧両隊員の紹介が
あった.余裕の28次隊 緊張の29次隊初顔合せである.
翌日からは引き継ぎと平行 して,航 空写真撮影,デ ポ柵
建設,排 水孔ボーリングが開始された.ま た,翌 々日に
は陸送班第一陣が越冬物資を満載し 「あすか」入 りした,
30マイル地点から70kmあまり,10時間の行程である.
一方.晴天に恵 まれず,航 空写真撮影は待機がつづ く,
航空機引き上げ予定前 日の好天にフライト実施,担 当隊
員に笑みが戻る.28日に28次隊全員が 「あすか」を去り,
早々と10名による越冬開始である.30日未明村山さんを
隊長とする 「朝日隊」がツィンオッター機で飛来.到 着
20分前にやっと交信が取れ,急いで空港にかけつけるも,
吹流を持って走る我々よりも早 く着陸 してしまう.遠路,
短時間での初飛来の成功を共に祝う.乾杯のシャンペン
がみるみる白く変わっていく真夏の深夜であった.
あすか隊は 「陽石探査」 と 「気象研究」の2つ のプロ
ジェクトをもっていた.前者は野外調査,後 者は基地で
の観測で,青 木が担当した,年間を通 じ気象研究は着実
に実施され,日 射観測などのほか,ゾ ンデ打ち上げも予
定通 りであったが,観 測は強風やブリザードに悩まされ
つづけていた.
限石探査は5回実施した.第1回 は夏期地学調査に同
行,越 冬隊からは米沢が機械のチーフとして,さ らに奈
良岡,藤 田が参加した.バ ルヒエン東縁の裸氷帯から
100個余の陽石を発見,好 スター トを切ることになった.
第2回 は2月から3月にかけ,山脈南部のナンセン氷原
を目指した,再 三巨大なクレバス帯に阻まれ,前 進不能
の連続であった.直 線な らば 「あすか」から100km少
しの所 を大きく遠廻 りして,約250kmで目的の裸氷帯
に到着.標 高3,000m,気温一30°C,探求には陽石が集
積,予 想通 りであった.第3回 は4月 に実施,悪 天に1
個の限石も発見できず退散.第4回 は10月,約400個を
採集,し かし,期待はずれの少なさであった.第5回 目
最終の隅石探査は11月13日.神,青木,白 田の3名 を基
地に残 し,ナ ンセン氷原に向かう,探査はスノーモービ
ル7台 を使い精力的に進め,平成元年正月,ナ ンセン氷
原を離れるまでに約1、500個を採集できた.藤 田を30次
に合流 させ,9名 でチームを再編成,新 ルートでバルヒ
エ ンに向か う,平成元年1月13日午後7時40分,ヒ ドン
クレバスを探知できず,予 定中ばで,つ いに限石探査の
最終日を迎えることになってしまった.
(筆者:第29次越冬隊長,
国立極地研究所雪氷学研究部門教授)
(筆者:第29次越冬副隊長,
国立極地研究所限石資料部門助教授)
第30次夏隊行動記
竹 内 貞 男
第30次南極地域観測隊は夏隊員が2名 増員され,越冬
隊員37名,夏隊員17名の計54名で編成された.今次隊で
の一番の目玉は,多 目的衛星データ受信 システムを完成
させ,海 洋観測衛星1号(MOS-1:宇宙開発事業団)
及び極域超高層探査衛星　(EXOS-D;宇宙科学研究所)
の受信を通年行うことである.
これは昭和基地において,29次隊が,ア ンテナの基礎
及び衛星受信棟 を建設 してお り,そ れに大型(直 径
11m)のパラボラアンテナ及びこのアンテナ を覆 うレ
ドームを建設 し,又受信棟には受信 ・記録 ・解析装置な
どを設置 して完成させ運用するものである.
昭和63年11月14日南極観測船 「しらせ」に乗船 して東
京晴海埠頭を出港し,途中オース トラリヤ ・フリーマン
トル港に寄港 して,ノ ルウェーからの交換科学者1名 を
加え,中 国か らの交換科学者2名 と,国 内のオブザー
バー2名 の総勢59名で南極に向った.
大型アンテナの建設資材は,建 設をより容易にする為,
細分解をせず大型のまま船積みした.し たがって昭和基
地への搬入はヘリコプターでの輸送が因雑なため,海 氷
上での輸送を行う計画である.それに付けても気になる
のは昭和基地付近の海氷状況である.11月下旬での見通
しでは,状況は楽観出来ないものであった.し かし12月
に入 り,気温は低めに経過 し,状況はそれほど悪化しな
いだろうと言うことである.プ ライド湾でのオペ レーシ
ョンを可能な限り短縮する事にし,ブライド湾へ急いだ.
往路においては,従来の船上観測に加え,海 上磁気等
の観測を実施 し,第一の目的地ブライ ド湾には12月17日
午後8時45分に到着した.
氷縁に近付いた13日から開始 されたヘリコプターの防
錆解除作業は,か な り進んでおり,18日昼過ぎから試験
飛行及び慣熟飛行を行い午後4時には空輸スタンバイに
入った.し か し大陸は一面雲に覆われている.
翌19日,朝から大陸は快晴である.チ ャンス到来!早
速 「あすか観測拠点」への直行便に続いてLoへ のスリ
ング便等,16便が飛んだのを皮切 りに,24日迄に120ト
ンの空輸は終了した.崩 れた天候は.1日 で治まり,26
日早朝にはLoで 待機 していた,雪上輸送隊員を収容 し
た.
日中ブライド湾に於いて大型動物センサスを実施 した
後.夕 刻にはプライド湾を後にした.
リュツォホルム湾に向かった 「しらせ」は28日未明定
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昭和 基地 の200keの貯油 タンク
着氷に入 り,同日午前中に昭和基地へ第一.一便を飛ばし.
29日未明昭和基地へ接岸 した.
昭和基地は,開設以来と思われる程,積 雪が少なく.
基地周辺には殆んど雪が見当たらない.
船上では直ちに輸送準備を開始 し,発電用燃料のパイ
プ輸送,ヘ リ甲板ではピラタス航空機の組立,車 両等大
型物品の海氷上輸送を開始 した.日 中,海氷上の積雪が
緩み,大 型物品の輸送を ・時中断することも有ったが,
これら全ては31日午前3時 を以て完了 した.
大型物品の輸送が完了した事で,ブ ライド湾でのオペ
レーションが,ほ ぼ予定どうりに行ったのに次いで,第
2の関門通過である.
大晦日,元 日を船上でのんびり過ごし,1月2日 いよ
いよ昭和基地での戦闘開始である.朝8時 各々,身の回
り品を持って船を降 り,荷物 をソリに,雪上車に分乗 し
て基地に向かった.夏 期隊員宿舎などに,荷物を収める
のもそこそこに仕事につく,大型アンテナ建設関係を始
め,ビ ラタスの最終調整,荷 受け,重 量物運搬等が開始
された.大 型アンテナの建設には,重 量物に加え,高所
作業を含む事から,作業には慎重を期した.
必ず しも,好天ばかりでは無かったが,見 晴らし(陸
揚げ地点)か らの運搬,開梱,組 立と順調に進み.6日
朝アンテナ本体の建設は完了 した.
アンテナ本体が完成した事により,人手を分散 し,屋
外 ラック,200KL貯油タンク等の建設,少 し遅れて自
動気象観測装置の据え付け.み ずほ旅行などの作業を平
行 して進めた.
レドームを建設するため,ア ンテナを卓越風向と平行
に倒 し,足場の構築 を開始した.一・番高い所で地上約16
m,直 径約16mの足場 をドーム状に組み上げるのであ
る.受信棟内への受信 ・記録 ・解析装置など一連の機器
搬入据え付けも大分進んだ.レ ドームの足場は上部 まで
完成 しない内に,下部からパネルの組付けを開始 した.
常に風が有るので,組 立方を工夫するなどして続行 した
が,強 風のため,作 業を断念せ ざるを得ない日も何 日か
あった.
1月15日レドームの組立は終了した.こ れから内部の
足場を外に移 して.コ ーキングを施 して,完 成の運びで
ある.
「しらせ」からの物資輸送は16日完fし,「 しらせ」
は,13日発生した,限 石調査隊事故救援の為,昭 和基地
を発ちブライド湾に向かった.
昭和基地での夏期作業は続行 し,2月12日大型アンテ
ナ関連のシステムが完成したのを始め,200KL貯油タ
ンク,屋外配線用ラック約150m,自動気象観測装置の
灘 繧rPIレ ーダーの建設等・酬 こ計画した作業 ●
一方セールロンダーネ地域では,山脈西部に於いて,
地学調査,基 準点測量,内 陸露岩域生物相調査を行い,
あすか観測拠点周辺では,気 象学的調査の為の無人観測
点の設置及び深層掘削機の試験などを実施 した.又 ラン
グホブデにおいて50余日にわたってペンギン等,生 物調
査を実施 した.
事故救援活動を実施 した 「しらせ」は,帰路ブライド
湾に於いて,30次夏隊員と29次あすか越冬隊員一名並び
に持 ち帰 り物品を収容 し,昭和基地に戻 りオペ レーショ
ンを再開した,
2月25日を最終便と計画して進めたが,天 候に災いさ
れて,3月3日 迄最終便は持ち越された.こ の為,マ ラ
ジョージナヤ,ア ムンゼン湾,船上観測等の計画は大巾
に変更せざるを得なかった.
あすか観測拠点に8名,昭 和基地に29名の越冬隊員を
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残し,3月4日 夕刻,東 航を開始し帰路についた,3月
13日南緯63°東径150°に達 し北上を開始 した.北 上中,
「しらせ」乗組員の献身的な支援に支えられ5点 の停船
観測 を実施した後21日オース トラリヤ ・シドニーに入港
し28B夕刻,成 田に帰着 した.
30次夏期行動は,事故救援のため,夏 期オペレーショ
ン中,ケ ープタウンを往復すると言 う,南極観測史上初
めての行動を行 った.夏期観測計画には大幅な変更が生
じたが,あ すか観測拠点,昭 和基地 とも越冬に関わる計
画は全て実施する事が出来た.
大変な航海,ヘ リオペレーションを見事完遂して下さ
った上垣 「しらせ」艦長を始め乗組員の方々,昭和基地
で何かと面倒見て下さった29次越冬隊の皆様に,心 から
感謝致します.又 この間,内 地に置きまして,ご 支援,
ご指導を頂いた皆様方に心からお礼申し上げます.
(筆者:第30次夏隊長,
国立極地研究所事業部観測協力室長)
バ ー ド ・ア イラン ド基地(英)を 訪問 して
内 藤 靖 彦
昭 和63年12月24日よ り約1ヶ 月 交換 科 学 者 と して バ ー
ド ・ア イ ラ ン ド基 地 に 滞 在 した.イ ギ リス 南極 調 査 所が
経 営 す る生 物 専 門の 南 極 観 測 基 地 で あ る.バ ー ド ・ア イ
ラ ン ド(54°00'S,38°02'W)は一 般 的 に は無 名の 島 で あ
るが,海 獣 や 海 鳥 を中 心 に,高 い レベ ル の研 究 活 動 を行
っ て い る こ とで この 基 地 は専 門 家 の 間 で は つ とに有 名で
あ る,こ の 島 は,フ ォ ー ク ラ ン ド紛 争 で 話 題 に な っ た,
かつ ての 捕 鯨 基 地 の 島 サ ウス ・ジ ョー ジ ア 島 の北 西 端 に
あ る 長 さ6.5kM,巾1.5kmの小 さ な 附 属 島 で あ る.サ
ウ ス ・ジ ョー ジ ア島 と は 巾僅 か500mの バ ー ド海 峡 で隔
て られ て い る.こ の 島 を最 初 に報 告 した の は キ ャ プテ
ン ・ク ックで あ る.彼 は1775年こ の 島 に 上 陸,動 植 物 や
地 理 の 調 査 を行 な い,海 鳥 の 多 さ か ら,そ の 名 もバ ー
ド ・ア イ ラ ン ドと命 名 して い る.
島 の 地 形 は 急 峻 で,い つ か の 岩 山が くっつ いて 海 上 に
そ そ り立 つ よ うな観 を呈 して い る.島 の 南 側 に ゆ るや か
な傾 斜 地 が 多 少 あ る.島 の 面 積 は約400ヘク タール あ り,
この 内200ヘク タ ール が,タ ソ ック と呼 ば れ る ヤ チ ポ ウ
ズ状 の植 物 コ ロ ニ ー(径50cm,高 さ60cm程の だ ん ご
状 の 植 物 コ ロニ ー)で 被 わ れ て い る.残 り130ヘク ター
ルが 露 岩 地 で あ り,小 石,砂 地 が57ヘク ター ル,蘇 頬被
度 面 積 は19ヘク ター ル で あ る.こ の 島 に生 息 す る動 物 は,
その 名の 通 り海 鳥 が 非 常 に 多 い.主 な種 類 と生 息 数 は,
マ カ ロ ニペ ンギ ン;50.OOO～ge.ooottい;ゼンツ ー ベ ン
ギ ン;2.000～4.000番い,ワ タ リア ホ ウ ド リ;1,200～
1,400番い,マ ユ グ ロ ア ホ ウ ド リ;13.000番い,グ レ イ
ヘ ッ ドア ホ ウ ドリ;9,000番い,プ リ オ ン類;50,000番い,
ア オ ミズナ ギ ドリ;13.000～17,000番い,ノ ドジ ロ ク ロ
ミズ ナ ギ ドリ;23,000～36.000番い,コ シ ジ ロ ウ ミツバ
メ;44,000～78,000番い,等51種 が 生 息 して い る.ま た
南部 の海 岸 に は ナ ンキ ョクオ ッ トセ イが 至 る とこ ろ に上
ぷ鰻ぎ 蘂←
バ ー ド ・ア イラ ン ド基地 全 景
陸してお り,その数は新生仔だけで も50,000頭を数える,
このようにこの島は移 しい動物が生息 し,動物の天国と
なっている.これほど動物が豊富なところは他にないと
言われ,自然保護の立場から英国が調査研究に大きな努
力を注いでいるの も頷ける.地 球上か ら大型の生物が
次々に姿を消す現在,こ の島は極めて貴重な存在 と言え
る.
この島での生物研究は1957年から開始 され,1964年に
は越冬観測 も行なわれている.恒 久的な基地建設が行な
われたのは1975/1976年シーズンか らであ る.1981/1
982年シーズンには現在の規模の基地 となっている.定
常的な越冬観測はフォークランド紛争が終わった1983年
からである.観測は生物研究のみで,海 鳥,海 獣の研究
が中心である.主要な研究テーマは生態系のモニタリン
グである,世界最大の海鳥であるワタリアホウドリや絶
滅の危機から回復 したナンキ ョクオ ットセイ,最近急に
増加しているといわれているペンギン類の個体群動態に
関わるパラメーターのモニタリングを実施 している,基
地は夏8名,冬3名 のいずれも生物研究者によって維持
されている.医 者,発 電機のためのメカニ ックス,通信
オペレーターが全 くいないのには,昭 和基地を知る私に
は大変な驚きであった.し か し,この基地の規模,基 地
の地理的な位置(周 辺にもイギリスの基地や船がいる)
から考えると,むやみに基地を大きくしない方が効率的
に運営できるという印象を受けた.基 地の維持は生物研
究者がそれぞれの トレーニングを受けているから問題な
いということであった.さ らに,も う一つ驚ろいたこと
は,こ の基地には トイレが全 くないことである,ト イレ
は近 くの沢でオットセイや海鳥に混って用を足すことに
なっている.雨,雪 が多いこの亜南極の島では,雨 カッ
パを着て用を足 しに行 くことが多く大変不便に感 じた.
しか し,それも都会生活から脱出したばか りの最初の数
日で,訓 れるに従い,自 然流 トイレに非常に快適 さを覚
えた.僅 か一ヶ月のイギリス基地訪問であったが,彼 等
の自然への接 し方には非常に学ぶべき点が多く,私にと
っては自分の研究以上の収獲であった.
(著者 国立極地研究所寒冷生物学第一研究部門教授)
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長城基地での生物共同観測
渡 辺 研太郎
昭和63年ll月1日秋晴れの成田を発ち,北 京で第五次
中国南極考察隊　(CHINARE・5)　と合流 して吹雪気味
のキング ・ジョージ島に着いたのは11月12日だった.秋
田大学教育学部生物学科の井上正鉄助教授と私は,昨年
度から三か年計画で始 まった中国との共同観測,"大陸
性南極と海洋性南極における動植物相の比較研究"の初
年度の派遣者として,そ れぞれの専門の地衣類,海産微
細藻類の分類 ・生態学的な調査 ・研究を中国の南極基地
で実施する.ことになった,
キ ング ・ジ ョージ島は南米 の南端から南東約1,000
kmにあるサウス ・シェトランド諸島中の島である.80
×30kmほどの大 きさで,各 国基地のある西端部以外の
大部分はアイス・キャップでおおわれている,この島の
西部にはチリ空軍のマルシュ基地があ り,4発のC-130
大型輸送機等が発着できる.南 米南端に近いという地理
的な利点 もあって中国や ソ連,チ リ,ア ルゼンチン,
ポーランド,ブラジル,ウ ルグァイ,韓国が越冬観測 を
実施 している.また周辺や南極半島に観測基地を持つイ
ギリス,ア メリカ,ス ペイン,ペルーなどの国もこの島
を利用している,夏には南極 クルーズの豪華客船や航空
機で多 くの観光客が訪れる島としても有名で,み やげ物
屋や郵便局,南極唯一のホテルもあ り,海洋性南極の表
玄関といったところである.
悪天候のため着陸できずに引き返すことも時々あると
聞いていたが,プ ンタ ・アレナスからC-130型機でちょ
うど2時間半,着 いてしまえばあっと言う間の南極だっ
た.機 外はやはり南極.40名近い第五次隊のメンバーは
低い地吹雪の洗礼を受け,中国隊の雪上車で約15分,オ
レンジ色のプレハブ式の建物群がゆったりと配置された
長城基地に到着 した.発 電棟も昭和基地と同様の二階建
でなつか しい,少 し離れた海岸近 くの高台には8基 の大
型油タンクがあ り,4年分の備蓄ができるため毎年油を
輸送する必要が無い.今 シーズンは燃料補給をしない年
にあたり,中国の南極観測船,"極地"は東南極に第二の
中国基地(中 山基地)を 建設する任にあたった.従 って
長城基地への補給物資,観 測機材は二個の中型コンテナ
で上海から貨物船で運ばれ,12月10目到着した.
南極に限らず共同観測で良い成果をあげるためには,
お互いの研究計画がうまくかみ合っている必要がある.
第五次隊では,潮間帯の生態学的研究が重点項 目にあげ
られ,蘇 類の研究も新規の項 目に入れられていた,従 っ
て海洋生物3名,陸 上植物1名 の担当隊員が割当てられ
てお り,野外調査なしでは仕事にならない我々にとって
極めて幸運だった.具 体的には,以前お会いしたことの
ある呂培頂先生(第 一海洋研究所),前年から越冬で動
物プランクトンが専門の黄鳳鵬先生(同 上)と 私は常に
チームを組み,　ll月17日から3月3日 までの間にスノー
モービルまたは水陸両用車で計12回の氷上,海 洋観測 を
実施 した.日本の夏隊ではせいぜい2か 月の観測が限度
だったから,これも航空機で往復する大きなメリットの
一つである.現地ヘパソコンや位相差顕微鏡を持ち込み,
共同で分析 して得た結果からすると,植物プランクトン
現存量の最大が2月 に見られ,ま た種組成も外洋種が優
占しているなど,昭和基地周辺の定着氷域で得た結果と
明らかに異なっており,今後の双方による詳細な解析が
楽 しみである,一方,井 上生先によれば,今 回の調査で
は200種近い地衣類が採集されたが,昭和基地周辺 との
共通種はわずかで,種 組成は非常に異なるものになりそ
写真:1989年12月28日長城基地第一居住棟前で 中国隊の メンバ ーと.左 端が井上助教授,右 端が筆者.
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うだとのことである,
12月以降雪が消えるにつれ,地 衣類や蘇類のじゅうた
んがあちこちに見られるようになった.ほ とんど岩と砂
しか無い昭和基地周辺の露岩を見馴れた者にとっては,
当地はまさに別世界のオアシスである.海鳥,海 獣類 も
昭和基地の近 くでは見られないゼ ンッーやテントラップ
ペ ンギン,ミナ ミゾウアザラシなど種類が多い.特 に約
5000羽と言われるアーデリ一高のペンギンの営巣地では,
各国の研究者が標識を付けた りヒナの体重を時々計った
り.様々な調査が行なわれていた.南極の陸上生物の研
究者にとってここは,研究材料,対 象が多いという意味
で仕事のやり易い場所であろう,しかし,だからと言っ
て生物相の貧弱な大陸性南極での研究の興味が薄れるこ
とは決 してない.そ れどころか,生物にとって厳 しい環
境条件下で,そ の貧弱な相の生物群がいかに生活 してい
るかを知ることこそ,南極生物研究の醍醐味の一つでは
● なかろうか.条件の厳しい場所でこそ生存のためのメカニズム,戦 略がより明確に願われるであろう.
約4か 月の南極での調査を終え,3月8日 夕刻.我 々
を乗せたC-130は雲の低 くたれこめるキング ・ジョージ
島を後にした.今 回の中国隊参加期間中,劉隊長はじめ
隊員の方々には細かな配慮をいただいた.ま た準備段階
から支えてくださった関係各位に,あ わせて心から感謝
申し上げます.現在長城基地では李越冬隊長はじめ14名
の第五次越冬隊が観測を続けている.観測の成功と無事
の帰国を祈って筆をおく.
(筆者:国 立極地研究所生理生態学研究部ド1助手)
研究所刊行物
南 極 資 料.VoL33,No.1,p.1-nl.1989年3月
Memoirs　of　National　Institvte　of　Polar　Research
　 Ser.　A (Upper　Atmosphere　Physics),No.　19:　ELF
　 emission　in　high　[t　itu{[es-Ray　path　calculatlon　an(l
　 ground.satelllte　ol〕servutions,　by　H.　YamagishL　120p.
　 March　l989.
JARE　Data　Reports
　 No.　141　(lonosphere　141)　:　Riometer　of　30　MHz　cos.　.
　 　 mic　noise　at　Syowa　Stati(m,　Antarctic'd　in　1987,　by
　 　 H.　Maeno　and　K.　Inamori.　99p,　March　1989.
No.　142(Marine　Blology　13)　:　Chlorophyllαconcen・
trations　measured　c・ntinu・usly　w油 　surface　wate・
　 　 monitoring　system　dufing　the　JARE-27　cruise　to
　 Syowa　Station,　Antarctlca,　in l985/86,　by　M、
　 　Fukuchi　and　H.　Hattorl.　151p.　March　1989.
No.　143　(Marine　Biology　14)　:　Chlerophyl]αconcen-
　 　 tratlons　measured　contlnuously　with　surface　water
　 　 monitoring　system　during　the　JARE-28　cruise　to
　 　 Syowa　Station,　Antarctica,　in l986/87,　by　T.
　 　 Kubodera　and　M.　Fukuchi.　171p.　March　1989.
　 No.　144　(Meteorology　22)　:　Antarctic　climate　re.
　 　 search　〔lata.　Part　l,　Radiatlon　data　at　Syowa　Sta・
　 　 tion,　Antarctica　from　February　1987　to　January
　 　 l988,　by　T.　Yamanouchi.　193p.　March　l989.
　 No,　145　(Seismobgy　22)　:　Seismolog}cal　bulletin　of
　 　 Syowa　Station,　Antarctica,　1987,　by　J、　Akamatsu
　 　 and　K.　Kaminuma.　73p.　March　1989.
　 No.　146(lonosphere　40)　:Records　of　radio　aurora　t
　 　 Syowa　Station,　Antarctlca　in1987,　by　H.　Maeno
　 　 and　K.　Inamori.　33p.　March　1989.
　 No.　147　(Marine　Biology　l5)　:　Zooplankton　data　col-
　 　 lected　with　BIOMASS　 pr()gramme　at　Syowa　Sta-
　 　 tion　in　1982　by　JARE-23.　L　Norpac　net　samples、
　 　 by　A.　Tanimura　et　at.　162p.　March　l989.
　 No,　148(Glaciology　l7)　:　Glaciologlca]　research　pro・
　 　 gram　in　East　Queen　Maud　Land.　East　Antarctica.
　 　 Part　8,　1986-1987,　by　F,　Nishio　and　H.　Ohmae.
59p.Marchl989.
Antarctic　Geological　Map　Series
　 Sheet　l2:　LUtzow・Holm　Bay、　1:250000,　comp.　by
K.　Shiraishi　et`ど乙March　l989.
　 Sheet　l3:Prince　Olav　Coast,　1:250000,　comp.　by　K.
　 　 Shiraishi　etaL　March　1989.
第31次観測隊員候補者の冬期総合訓練
第31次南極観測隊に係る冬期総合訓練は,3月13日か
ら3月18Bまで長野県乗鞍高原において.50名の隊員候
補者等が参加 して行なわれた.
今回の訓練は特に南極における安全に重点をおき,文
部省の登山研修所より柳澤専門職員をまねき.雪 中にお
ける各種訓練及び雪.ヒ車の安全走行等冬期訓練の終点検
を行い,全 員ケガも無 く順調に全行程を終 了した.こ れ
らの訓練を通 じて,隊 員相互の協力や意志の疎通など観
測隊の始動に向けて大きな成果を挙げた.
第29次越冬隊員 ・第30次夏隊員帰国
第29次南極地域観測隊越冬隊(渡 邊興亜隊長ほか33
名)及 び第30次南極地域観測隊夏隊(竹 内貞男隊長ほか
17名)は3月28日(火)夕刻成田空港に無事帰国した.
極 地 研 二
空港には家族,先 に帰国していた矢内.神 両隊員.及
び関係者多数が出迎え,あ ちこちに再会の喜びの輪がで
きた.
なお,し らせは海路4月13日(木)早朝東京港晴海埠
頭に帰港 した.
名誉教授の称号授与
平成元年3月1日 付けで松田達郎前所長に国立極地研
究所名誉教授の称号が授与された.
`.
南極観測隊だより
一第29次・30次隊の近況一
昭和基地
12月中に大型物品の氷上輸送を終えた基地では,新年
を祝 うのも早々に1月2日 から本格的な空輸が開始され
た.天 候に恵まれ7日 までに輸送 を完了 した,
順調に進んでいた夏期オペレーションも1月13日に起
こったクレバス事故で状況が.・愛 した.13日20時15分に
第1報 を受け取った基地は緊張感に包まれた.14日Ol時
05分,転落 した3人 が救出され生命に別状がないことが
確認された.事 故にあった限石調査隊の雪上車での自力
帰還はできなくなったため,「しらせ」のヘ リコプター
が負傷者を救出する事になった.こ のため,16日午前に
は,内 陸ボーリング調査隊が急遽基地に戻った.「しら
せ」は,16日夕刻ブライ ド湾に向け昭和基地を離れた.
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基地 で は.大 型 ア ンテ ナ の組 み 立 て 等 の 作業 や引 継 ぎ
が順 調 に行 わ れ た.1月25日 に は ア ンテ ナ レ ドー ム の組
立 て が完 了 した.
昭和 基 地 を出航 した 「しらせ 」 は,乱 氷 帯 に 阻 わ れて
航 行 が 難航 した が,1月21日 ブ ラ イ ド湾 に 到着 し,陽 石
調 査 隊9名 全 員 を無 事 収容 した,さ らに,2月3日 に は,
ケ ー プ タウ ンに 緊急 入 港 して負 傷 した3隊 員 と井 上 医師
を下船 させ た.
2月19日に は,リ ュッ'tホル ム 湾 に戻 っ て きた 「しら
せ 」 か ら,江 尻 隊 長 以 下17名が 昭 和 基 地 に 入 っ た.20日
に は越 冬 成 立 式 を行 い 越 冬 に対 す る 決 意 を 新 た に した.
2月23日 に は,　EXoS-Dの 受 信 に 成 功 し,大 型 ア ンテ
ナ の受 信 は 軌 道 に 乗 った.
あ す か観 測 拠点
12月22日よ り実 質 的 な 運営 を 開 始 した30次隊 は,新 年
を迎 え,越 冬 の決 意 を新 た に した.1月9日 に初 め て の
ζ㌫ 罵 欝1t建踪 言㌶:孟警:蠕 ●
次 隊 で は ま っ た く埋 まる こ との な か った 発 電 棟 の 風 上 側
出 入 口,造 水槽 の雪 人 れU等 も約2メ ー トルの積 雪 の 下
に な った,ク レバ ス事故 で は,基 地,調 査 隊 と も緊 張 し
た 空 気 に 包 まれ た.レ ス キ ュー体 制 を しい て待 機 状 態 に
入 る と と もに,通 信 中継 業務 等 を 通 じて救 援 活 動 を援1覆
した.
ブ リザ ー ドの 合 間 を縫 って2月1日 に は 地学 ・生 物 調
査 隊,5日 に は雪 氷 隊 が 帰 投 し,基 地 は18名の大 所 帯 と
な った,2月14日 に は9名 の30次夏 隊 と29次隊 の藤 田 隊
員 が30マイ ル地 点 か らヘ リ コ プ ター で ピ ッ クア ップ され
た.
◇一一 案 内 ◇
平成元年4月1日 付け人事異動
(教官系)
区 分 新 宮 職 名 氏 名 旧 官 職 名
昇 任 助教授研究系
超高層物理学第.・研究部門
山 岸 久 雄 助手研究系
超高層物理学第一・研究部門
　
転 入 助手研究系雪氷学研究部門 本 山 秀 明 北海道大学助手
低温科学研究所
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(事務系)
区 分 新 宮 職 名 氏 名 旧 官 職 名
転 出 大阪大学経理部長 山 口 博 治 管理部長
〃 電気通信大学庶務課長 妹 尾 茂 喜 事業部事業課長
〃 東京医科歯科大学施設部
建築課第一工営係長
菊 池 健 管理部会計課施設係長
り 東京大学庶務部人事課
給与第一掛
渡 辺 和 良 管理部庶務課人事係
転 入 管 理 部 長 小 原 孜 郎 名古屋大学庶務部長
〃 事業部事業課長 赤 羽 錦 一 奈良国立文化財研究所
庶務部庶務課長
〃 管理部会計課施設係長 諸 田 修 二 東京大学施設部
設備課機械第三掛
〃 管理部庶務課人事係 勝 野 清 東京大学医学部附属病院
事務部総務課庶務掛
硯測隊月例報告(1月 ～2月)
昭和基地
12月中に大型物資の氷上輸送を終えた基地では,新年
を祝うのも早々に2日 から本格的な物資空輸が開始 され,
7日には全ての荷受け作業を終了した.そ んなさなか7
日早朝(現 地時間)に は,日本から天皇陛下が崩御され
たとの連絡が入った.ま た13日20時頃(現地時間)に は
七一ルロンダーネ陽石調査隊のクレバス事故の第一報を
受け,順調に進んでいた夏期オペレーションも状況が一
変 した.その後 「しらせ」が負傷者救出のため急遽プラ
イ ド湾に向か うことになり,その準備や調査隊の ピック
アップなどが慌ただ しく行なわれた.こ の事故の影響で
計画の縮小 ・中止を余儀なくされたものの,基地での引
継作業は順調に進められ12月31日には引き継 ぎ準備が完
了した2月1日 に越冬交代式が行なわれ昭和基地は30次
隊に引き継がれた.例年ならば29次隊のほとんどが 「し
らせ」へ収容 されるのだが,19日まで夏宿で生活するこ
ととなった.こ の間,陽石調査隊も無事故出され 「しら
せ」も基地に戻ってきた.20日には夏隊員の見守るなか
越冬成立式が行なわれ30次隊による実質的な越冬生活に
入った.
観測報告
各部門とも順調に経過している.2月 中には30次隊への
引継ぎも順調に行なわれた.ま た,30次隊で建設した多
目的大 型ア ンテナの調整 も無事終了 し,23日には
EXOS-Dからのデータを受信することに成功 した.
設営報告
機械 ・建築:大 きな夏期作業として多目的大型アンテ
ナ ・ケーブルラック ・200ke貯油タンクの建設等があっ
たが,い ずれも順調に作業を終了することができた.ま
た,大 型アンテナ試運転のため発電機の並列運転を実施
した.
航空:航 空機の組立整備は完了 したものの,海 氷が流出
しており滑走路が確保できず,未 だ実施できない状況で
ある,
あすか観測拠点
先月22日より30次隊による実質的な基地の運用 を開始
していたが,新 年を迎え名実共に30次隊による越冬生活
がスタートした.9日 からは初のブリザー ドの洗礼を受
け,搬 入が間に合わなかったデポ物資や建物の大部分が
雪に埋まってしまった.隅石調査隊のアクシデントでは
基地は緊張に包まれ,全 員が直ちにレスキュー出動の準
備と心構えをして待機状態に入るとともに,通 信中継業
務を通 じて救援活動 を援護 した.2月 に入るとブリザー
ドの合間をぬって地学 ・生物隊,雪氷隊がそれぞれ帰投
し,静かだったあすかは18名の大所帯となったが.「し
らせ」が12日プライ ド湾に到着し夏隊員をピックアップ
されると,あすかは越冬隊員8名 のみとな り.本格的な
越冬体制に入りつつある.
観測報告
観測は大きな トラブルもなく順調に経過している.1月
19日からは不定期であるがゾンデによる高層気象観測 も
開始した.
経営報告
SM-50型雪上車3台 に相次いで トラブルが発生 したも
のの,そ の他順調に越冬生活に向けての作業を実施 して
いる.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Statlons)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp、)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwindspeed)　 (m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数 　(Number　of　clear　(iays)
昭 和 基 地
(Syowa:89532)
1月(Jan.)
一1
.1
5、6
一7 .5
992.4
3.7
66
5,1
26.8(ENE,11日)
32.5〔ENE.11日)
7.3
」?
2月(Feb.)
一2
.2
3.0
-10.5
984.0
3.9
73
あ す か観 測 拠 点
(Asuka;89524)
1月(Jan.)
一9
.2
一2 .6
-18 .8
878,1
2月(Feb.)
一12
.4
一5 .2
-24
.4
869.9
(station　pressure)
8.69.913.7
41.6(NE,3日)27.8(ESE.10日)32.0(ESE.3日)
50,8(NE.3日>
8.1
2
33.。(ESE.1。日)、 ⑪.、(ESE,、日)●
【極地豆事典】
ラジオトラッキングによるペンギンの生態調査
ペ ンギンやアザラシなど外洋性大型動物が何処でど
んな餌 を得ているのかは彼 らの生態を知る上で興味が
あるばか りでな く,南極海生態系における彼らの役割
を知る上でも重要である.し か し,現在 まで,100km
以上沖合まで採食にでかけるといった間接的な推定が
行われているにすぎず,本 当のところはまったくわか
っていない.こ ういった問題を解決するために,大 型
で広範囲を動 き回るホ乳類や鳥類の行動範囲を直接測
定する方法 として,動物に小型の電波発振器を装着 し,
複数の地上固定アンテナや車,船 舶,航 空機にのせた
移動アンテナと受信機によって追跡するシステム(ラ
ジオトラッキング法)が1960年代から開発されてきた.
極地研究所の生物 グループでは,南 極のアデリーペ
ンギンの追跡のために,ア ドコックアンテナとデジタ
ル式の方位測定用受信機を使 っている.このシステム
は八木アンテナをつかった同様のシステムに比べて通
達範囲が若干せ まいという欠点があるが,2秒 程度受
信できれば方位 を測定できるので,ペ ンギンやアザラ
シなど頻繁に潜水する動物の追跡に適してお り,自動
化も比較的容易である.予 備的な調査を終了 した段階
であるが,こ のシステムによって,袋浦のアデリーペ
ンギンは1月 上旬か ら中旬にかけてはル ッカ リーから
せいぜい2km以 内の水開きで集中的に採食 している
ことが明らかとなった.
このようにラジオットラッキング法は大型動物の行
動追跡の方法として利用価値が高 く,そのハードウェ
アもある程度まで完成 されている.し かし.実際の運
用面では,た とえば動物の実際の生活空間の特性にも
とつ く測定誤差などいくつかの問題があ り,人的労力
も想像以上である.南 極のように船舶などの利用が制
限される場所ではこの方法が必要不可欠であるが,
我々のシステムでも,自 動化,地 形による位置推定誤
差の測定などい くつかの問題が残 されており,今後改
良を進める予定である.
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